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研究成果の概要（和文）：我々が設立し追跡を実施している地域住民コホートROADにおいて、要介護の原因五代
疾患の前段階である軽度記憶障害(MCI)、メタボリック症候群構成要因、骨粗鬆症、フレイル、サルコペニア、
変形性関節症(OA)について検討したところ、60歳代から80歳代にかけて肥満、高血圧、やせ、耐糖能異常、変形
性関節症、脂質異常、骨粗鬆症、フレイル、サルコペニア、MCIの順に蓄積していくことがわかった。対象者を6
年間追跡し要介護、死亡発生との関連を解析したところ、要介護影響因子として変形性膝関節症、MCI、死亡影
響因子としてやせ、MCIが選択された。これらを考慮し、簡便な要介護リスク評価ツールベータ版を作成した。

研究成果の概要（英文）：In the population-based cohort study entitled ROAD, which we established and
 have been following for 17 years, we examined preconditions of the five major diseases leading to 
long-term care needs: mild cognitive impairment (MCI), components of metabolic syndrome, 
osteoporosis, frailty, sarcopenia, and osteoarthritis (OA). We found that from their 60s to 80s, 
individuals tend to accumulate obesity, hypertension, underweight, impaired glucose tolerance, OA, 
dyslipidemia, osteoporosis, frailty, sarcopenia, and MCI in this order. We followed the participants
 for six years and analyzed their association with the incidence of long-term care needs and 
mortality. Osteoarthritis of the knee and MCI were identified as factors influencing the need for 
long-term care, while underweight and MCI were identified as factors influencing mortality. 
Considering these findings, we developed a beta version of a simple tool for assessing the risk of 
long-term care needs.

研究分野：疫学、予防医学

キーワード： 介護予防　コホート研究　軽度記憶障害　メタボリック症候群　骨粗鬆症　サルコペニア　フレイル　
変形性関節症

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
要介護の原因五大疾患のすべてを網羅して長期の追跡を行い、それらの相互連関と要介護への影響を解明した研
究は世界的にもみられない。本研究では地域住民コホートROADの17年にわたる追跡調査結果から、五大疾患の前
段階状態がそれぞれみとめられる平均年齢を解明した。それととも五大疾患前段階状態と要介護、死亡との関連
を解析し、要介護発生と膝OA、MCI、死亡とやせ、MCIが有意に関連していることを示した。これによりどの年齢
区分からどの疾患をターゲットとして予防活動を行えば介護予防につながるのかが解明され、高齢者のQOLの維
持増進に貢献できる。ベータ版ではあるがリスク評価ツールについても使用の目処がついた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

平成 30年 9月 16日総務省発表の統計トピックス No113によると、わが国の高齢者人口は 3557

万人、総人口に占める割合は 28.1％となりいずれも過去最高を更新した。高齢者の増加と同時に

わが国の要介護認定者数も年々増え続けており、平成 30年 5月の介護保険事業状況報告（暫定

版）によると、要支援・要介護認定者数は 650万人となり、介護保険制度開始後の 256万人から

わずか 18年で約 2.5倍と著しい増加を認めている。直近の大規模調査である平成 28年の厚生労

働省国民生活基礎調査の概況をみると、要介護になった理由について、1位認知症、2位脳血管

障害、3位高齢による衰弱、4位転倒・骨折、5位関節疾患となり、これら 5疾患で 70％を占め

ている。従って、要介護の予防のためには、これら 5疾患の予防が最重要課題であることは明ら

かである。 

 要介護の原因疾患の 1 位である認知症に至る前の記憶に支障が出てくる状態は軽度認知障害

(MCI)とされ、この段階では可逆的であると考えられている。要介護の原因疾患として、平成 27

年度まで 1位、直近で 2位となった脳卒中については、メタボリックシンドローム（メタボ）の

構成要素である肥満、耐糖能異常、脂質異常、高血圧が動脈硬化性疾患のリスクをそれぞれ高め、

これらの要因の重積は相乗的に動脈硬化性疾患の発生頻度をさらに高めることが知られている

が、メタボの段階では多くの治療方法がありコントロールが可能である。一方、要介護原因の 3

位である高齢による衰弱に関して、日本老年医学会が平成 26年に新しい概念としての「フレイ

ル」の推進を発表した（フレイルに関する日本老年医学会からのステートメント：http://www.jpn-

geriat-soc.or.jp/info/topics/pdf/20140513_01_01. pdf）。それによると、フレイルとは、高齢による衰

弱に至る前の可逆的な状態であると理解できる。4位転倒・骨折の原因となる骨粗鬆症（OP）や

5位関節疾患の原因となる変形性関節症(OA)は進行が遅く、早期に診断できれば、進行を遅らせ、

QOL を維持できる可能性が高い。すなわち、要介護の原因五大疾患を予防するためには、それ

ぞれの前段階で可逆的な状態、すなわち 1位認知症におけるMCI、2位脳血管障害におけるメタ

ボ、3位高齢による衰弱におけるフレイル、4位転倒・骨折における OP、5位関節疾患における

OAの段階で効果的な予防介入を実施する必要がある。それにより、要介護の発生を阻止あるい

は遅延させ、高齢者が自立した生活の維持が可能となる。これらの疾患の効果的な予防介入のた

めには、まずそれらの疫学指標(有病率、発生率、予後)を同定し、危険因子を解明する必要があ

るが、これらはいずれも症状が乏しい初期の時期での医療機関の受診が少ないため、一般住民を

対象として集団を設定し調査追跡を行うコホート研究が重要となってくる。しかし、一般住民を

対象としたコホート研究については、メタボの構成要因や認知症、OP、膝 OA など、原因疾患

ひとつひとつについては、分析疫学的研究は存在するが、これら五大疾患のすべてを網羅して、

問診票調査、運動テスト、栄養調査、詳細な医師診察、X 線検査、骨密度と MRI の画像診断を

併用して長期の追跡を行い、それらの相互連関と要介護への影響を解明した研究は世界的にも

ない。 

 



２．研究の目的 

目的:本研究では、今後 5年間の研究期間内に地域住民コホート ROADの 13年目の第 5回調査、

17年目の第 6回調査を実施し、 

1) 要介護の原因五大疾患の前段階である MCI、メタボ、フレイル、OP、OAのそれぞれの有病

率、発生率、自然経過 

2) これらMCI、メタボ、フレイル、OP、OAのそれぞれの存在が他の状態の発生に及ぼす影響 

3) MCI、メタボ、フレイル、OP、OAの重積が、どのような組み合わせでどの時期に始まりどの

ように進行していくのか 

4) MCI、メタボ、フレイル、OP、OAの重積に影響を及ぼす危険因子 

5) 要介護の発生率を推定し、MCI、メタボ、フレイル、OP、OAのどのような組み合わせが要介

護の発生と予後にどのように影響するのか 

を解明することを目的とする。さらにそれらの結果をふまえて、 

6) 要介護原因五大疾患の連関を考慮して、要介護の発生を効率的に予測しうる生活習慣項目、

身体測定項目を同定し、簡便で精度のよい要介護予測ツール（紙ベース、パソコン稼働ソフト、

スマートフォンで使用可能なアプリケーション）を開発する。 

 

３．研究の方法 

本研究の方法を年度ごとに記載する。 

1) 令和元年度：ROADコホート 13年目の第 5回調査(漁村部)の実施 

令和元年度は ROAD スタディ漁村でのコホート追跡調査を実施する。対象者には、文書による

informed consent を得られた検診参加希望者に以下の項目の検診を実施する：①既往歴、転倒、

骨折歴、家族歴、職歴、飲酒、喫煙、嗜好品、骨関節の痛みなどの自覚症状、WOMAC、SF-8や

EQ-5Dによる QOL、栄養調査など 400項目、 ②全身の骨・関節に関する理学所見、③血圧、身

長、体重、翼幅、手首回り、腹囲、握力の測定、④開眼片足立ち検査、いす立ち上がり検査、歩

行速度、⑤DXA(Hologic Discovery）にて、腰椎Ｌ2-4、大腿骨の骨密度を測定。⑥膝立位前後像、

脊椎前後像、骨盤正面像の X線撮影、⑦インピーダンス法（Tanita MC190）により、四肢筋量を

測定、⑧大腿四頭筋力の測定（アルケア ロコモスキャン）⑨血液、尿検査:血算、血糖、HbA1c、

脂質、腎機能、肝機能、炎症マーカー、25(OH)D、内因性ホルモン、骨軟骨代謝マーカー等、尿

潜血、糖、蛋白測定、⑩mini mental statement examinationにより認知機能検査を実施、⑪脳MRI

検査：脳萎縮度の判定、⑫要介護、死亡、転出の有無の確認 

2) 令和 2-3年度：13年目の第 5回調査と過去のデータリンケージによる ROAD13年間の縦断デ

ータベースの完成と解析 

令和 2年度は、第 5回調査の結果から画像診断、要介護原因疾患の有無の確認、データの入力、

確認を行った後、過去 4回 10年分の膨大なデータとデータリンケージを行い、13年間の要介護

原因疾患縦断データベースを完成する。 

令和 3年度は、完成した 13年間の縦断データベースを用いて、以下を明らかにする：一般住民



における①13 年間の要介護の発生率 ②13 年間での MCI の発生率、増悪率、関連因子 ③13 年

間でのメタボの構成要因（肥満、耐糖能異常、脂質異常、高血圧）の発生率、増悪率、関連因子 

④13年間でのサルコペニア、フレイルの発生率、増悪率、関連因子 ⑤OP、OAの発生率、増悪

率と転倒や骨折などの予後、危険因子⑥要介護原因疾患の相互作用、因果関係の有無。縦断デー

タベースを用いて⑦要介護予測ツールの作成に着手 

3) 令和 4年度、5年度前期： ROAD17年目の第 6回調査の実施 

令和 4-5 年度前半で ROAD スタディ 17 年目の追跡調査を完了する。検診項目は 1)と同様であ

る。加えて要介護予測ツールの作成を続行する。 

4) 令和 5年度後期: 17年目の検診結果を 2)のデータベースに連結し、要介護の原因 5大疾患の

連関、重積の組み合わせとその予後、危険因子を解析した後、これら原因 5大疾患が、要介護の

発生と予後にどのように影響するのかを解明する。これにより、要介護原因 5大疾患の連関を考

慮した効果的な要介護の予防戦略に資するエビデンスを構築する。 

この結果を作成中の要介護予測ツールに導入し、要介護予測ツール（紙ベース、パソコンソフ

ト、スマートフォンで使用可能なアプリケーション）を完成する。 

 

４．研究成果 

我々が設立し追跡を実施している地域住民コホート ROADにおいて、本研究期間内に 17年目の

追跡調査を実施し、2,134 人（男性 702 人、女性 1,432 人）の参加を得た。要介護の原因五代疾

患の前段階である軽度記憶障害（MCI）、メタボリック症候群（メタボ）、骨粗鬆症、フレイル、

サルコペニア、変形性関節症（膝、腰椎）について、それぞれの有病率とその平均年齢を求める

ために、これらの項目をすべて検診で実施している第 3回調査（2012-13）結果を用いた（1,575

人参加、男性 513人、女性 1,062人）。メタボについてはその構成要因である体格（肥満、やせ）、

高血圧、耐糖能異常、脂質異常の有無を検討した。その結果、60歳代から 80歳代にかけて、肥

満、高血圧、やせ、耐糖能異常、変形性関節症、脂質異常、骨粗鬆症、フレイル、サルコペニア、

軽度認知障害（MCI）の順に蓄積していくことがわかった。これらの対象者を第 5回追跡調査ま

での 6年間にわたり追跡して、要介護発生率（65歳以上）、累積死亡率を推定したところ、要介

護発生率は 2.4%/年、累積死亡率は 1.4%/年であった。五大疾患前段階状態と要介護、死亡との

関連を解析したところ、要介護発生に有意な影響を及ぼしているのは、変形性膝関節症、フレイ

ル、MCI であり、死亡に影響しているのはやせ、フレイル、サルコペニア、MCI であった。こ

れらの項目を一つのモデルに入れた場合、要介護影響因子として変形性膝関節症、MCI、死亡影

響因子としてやせ、MCIが選択された。ロコモ度 3も重要な影響因子であった。 

年齢、性、基本的生活習慣項目（喫煙、飲酒）を組み合わせ、簡便な要介護リスク評価ツール

ベータ版を作成した。しかしながら、ベータ版は感度特異度ともに実用使用にはまだ不十分であ

り、今後第 6回調査結果を合わせて、ツールをブラッシュアップする。 
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